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★JA都城 新施設建設予定地 地鎮祭★

★感謝状贈呈　詐欺を未然に防止★

★3年ぶり　第31回元気まつり開催★

（起工式の様子）

　9月16日、高城支店の前原職員が同月1日に振り
込め詐欺を未然に防止したとして宮崎県警都城署
長から感謝状を贈呈されました。
 前原職員は支店のATM付近で電話をしている高齢
女性を発見した際、女性の行動に異変を感じまし
た。話しかけたところ還付金詐欺ではないかと疑
い、警察に連絡し、詐欺を未然に防ぎました。
　宮崎県における令和4年の特殊詐欺による被害
は、認知件数が52件（前年比25件増）、被害額が
1億3628万円（前年比8110万円増）とそれぞれ2倍
程度増加しています。
　JA都城では被害者を増やさないよう、今後も関
係機関と連携を取りながら業務にあたります。

(感謝状をもつ前原職員（中央）)

　JA都城女性部は11月1日、都城市総合文化ホー
ルで、「対話でつくろう地域のみらい　みんなで
つなごう協同のこころ」をメインテーマとした第
31回元気まつりを3年ぶりに開催しました。
「フレミズ世代がこれからの農業を盛り上げてい
きたい」という作文の体験発表や、AFAAエアロビ
クスインストラクターを講師とした「あなたに感
謝！感謝！感謝！」と題した記念講演が行われ、
会場は終始にぎわいました。
　女性部には、幅広い世代の人が所属しており、
健康づくりや共同学習等を行っています。活動を
通じ、女性たちが自分らしく活き活きと暮らせる
こと、明るい地域社会を築くことを目的に活動を
行っています。

（元気まつり開催の様子）

　3月18日、令和5年度に完成を予定している農業
管理センターおよび本所建設に伴う起工式を実施
しました。JA役職員や工事関係者ら36人が出席
し、玉串を奉納し工事の安全を祈願しました。
　起工式の代表挨拶を行った久保組合長は、新本
所の建設に伴い多くの方々にJA都城の存在を知っ
ていただく機会が増えることが予想されるとし、
「これまで以上に多くの方にJA事業を利用いただ
き、組合員・地域住民に愛され必要とされるJAに
なれるよう努める」と話しました。
　新本所は朝霧の里周辺を地域農業の拠点基地と
するべく建設するもので、新規就農者の育成機
能・農業者の知識および経営安定を図る研修機能
が充実した施設です。
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令和４年度 自己改革取り組み実績 

 

当ＪＡは、地域になくてはならないＪＡであり続けるため、自己改革の実践を支える持続

可能な経営基盤の確立・強化とともに、組合員の皆さまとの対話を重視し、総合事業を基本

として、自己改革に取り組みました。 

自己改革にかかる重点施策の取り組み実績は以下のとおりです。 

 

 

【【所所得得向向上上にに関関すするるこことと】】  

所得向上の具体的な実践策として、次のことに取り組みました。 

 

((11))耕耕種種部部門門  

品 目 項 目 ３年度実績 ４年度目標 ４年度実績 取り組み内容 

① 加工甘藷 契約面積（ha） 492.0 518.0 435.0 加工甘藷の契約面積拡大 

② 加工馬鈴薯 契約面積（ha） 89.0 112.0 115.8 
加工馬鈴薯（オホーツク）

の契約面積拡大 

③ 茶 農 家 数（戸） － 1 1 
ＪＡＳ有機認証取得推進

による茶葉の有利販売 

 

((22))畜畜産産部部門門  

畜 種 項 目 ３年度実績 ４年度目標 ４年度実績 取り組み内容 

① 和牛繁殖 頭  数 （頭） 2,027 2,050 2,070 
子牛の産肉能力の向上に

向けた優秀な繁殖雌牛の

導入・保留の支援 

② 肥育牛 

去勢 

枝肉重量

(kg) 
521.7 530.0 513.3 

農家毎の枝肉重量と上物

率の目標設定による枝肉

改善 

上 物 率(%) 95.4 95.0 96.5 

雌 

枝肉重量

(kg) 
450.1 450.0 445.6 

上 物 率(%) 94.3 94.0 96.2 

③ 酪農 
事業参加 

農 家 数（戸） 
－ 55 49 

酪農乳用牛育成支援対策

事業による育成牛預託推

進および支援 

④ 養豚 

枝肉重量（kg） 74.9 75.0 74.8 
枝肉重量と上物率の向上 

上 物 率（%） 61.4 65.0 60.5 
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((33))購購買買部部門門  

品 目 項 目 ３年度実績 ４年度目標 ４年度実績 取り組み内容 

① 苦土石灰 販 売 数（袋） 15,617 20,000 16,500 
農家直送の推進による生

産資材価格の低減 

② 粗飼料用 

梱包資材 
販 売 数（本） 3,276 5,000 3,309 

予約割引実施による生産

資材価格の削減 

  

 

【【経経営営基基盤盤強強化化にに関関すするるこことと】】  

  経営基盤強化策として、次のことに取り組みました。 

 

①金融店舗再編整備の検討 

営農支援機能等の維持・発揮へ繋ぐ経営体としての健全性確保のため、経営の効率化

と事業の成長を目指す金融店舗再編整備案（16 店舗から 9 店舗への再編）について、

地区別の説明会を通じて組合員と意見交換を行い、令和 4 年 12 月 26 日に開催した

臨時総代会で承認を得ました。 

 

②経済事業ＩＴ推進の検討 

   オンラインの生産資材発注システムについては、導入による効果を最大限に高め、組

合員の更なる利便性向上を図る必要があることから、配送手段の整備等（経済渉外の配

置や広域配送センターの移設等）も含め検討を進めています。 

 

 

【【組組合合員員のの参参加加・・参参画画にに関関すするるこことと】】  

  組合員の参加・参画について、次のことに取り組みました。 

 

①支所・支店運営協議会の開催 

令和 4年 11月 8日から 12月 6日にかけて支所・支店運営協議会を開催し、上期

の事業実績や下期の事業取組等について、組合員と意見交換を行いました。 
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②組合員訪問活動による「ご意見・ご要望」の把握 

全正組合員約 6,900 名を対象に、職員の個別訪問による聞き取りを実施し、提出さ

れた「ご意見・ご要望」に対しては、広報誌や役職員訪問を通じて回答を行いました。 

 

③准組合員向け広報誌創刊の検討 

組合員や地域住民のニーズに沿った情報を、適時・的確に発信するための仕組みづく

りへ向け、情報発信に関するメディアの多様化を踏まえ、ＳＮＳ等を活用した広報活動

の検討を進めています。 
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